
















ト・ジャーナル，USA トゥデイ，ロサンゼルス・タイムズの 5紙に注目する。 
 1．はじめに 

















































 　オバマは 2009 年 1 月 20 日の大統領就任直後から，核兵器廃絶への意欲
を示してきた。その一つの象徴は，2009 年 4 月 5 日にチェコの首都プラハ
で行った演説である（Obama, 2009, April 5）。オバマはこの演説において，実
戦で核兵器を使用した唯一の国として，アメリカ合衆国には核兵器廃絶に向
けて行動する道義的責任があると述べた。この演説が一つの要因となり，オ
バマは同年のノーベル平和賞を受賞したとされる。2009 年 11 月，オバマは
大統領就任以降，初めて日本を訪問し，大統領の任期中に被爆地を訪問でき
れば光栄だと述べた。しかし，この機会にオバマが広島，長崎を訪問するこ
とはなかった（「クローズアップ 2016」，2016 年 5 月 11 日）。 
 　2010 年 8 月 6 日にジョン・ルースがアメリカ合衆国駐日大使として初め








に伝えたという（「クローズアップ 2016」，2016 年 5 月 11 日）。 








（Editorial Board, 2016, April 15; The Editorial Board, 2016, April 12）。保守派から
オバマの広島訪問に対する目立った異論は出なかった。こうして，オバマの





















2016 年 6 月 4日）。 




てきた。資料館は，常設展示の約 70 羽に加えて約 20 羽を展示用の皿の上
に置き，アクリルケースを外してオバマを迎えたという（「オバマ米大統領，




have known the agony of  war. Let us now find the courage, together, to spread peace, 
and pursue a world without nuclear weapons.」というメッセージを記し，その上
に別の二羽の折り鶴を置いたという（Parsons & Makinen, 2016, May 27）。これ
らの四羽の折り鶴は，資料館に寄贈された（「オバマ米大統領，広島訪問」，
























 Seventy-one years ago, on a bright, cloudless morning, death fell from the sky and the 
world was changed. A flash of  light and a wall of  fire destroyed a city and demonstrated 
that mankind possessed the means to destroy itself. (Obama, 2016, May 27) 




う事実が強調されるのを避けている（Obama, 2016, May 27）。また，「人類が
自分たち自身を破壊する手段を得た（mankind possessed the means to destroy 
itself）」と述べることによって，核兵器の脅威と向き合うことを人類共通の































 The wars of  the modern age teach this truth. Hiroshima teaches this truth. Technological 
progress without an equivalent progress in human institutions can doom us. The scientific 
revolution that led to the splitting of  an atom requires a moral revolution, as well. (Obama, 




















 We can tell our children a different story ― one that describes a common humanity; 
one that makes war less likely and cruelty less easily accepted. We see these stories in the 
hibakusha ― the woman who forgave a pilot who flew the plane that dropped the atomic 
bomb, because she recognized that what she really hated was war itself; the man who 
sought out families of  Americans killed here, because he believed their loss was equal to 









自由，および幸福の追求を含む不可侵の権利を与えられている（All men are 
created equal, and endowed by our Creator with certain unalienable rights, including 














しの配偶者との触れ合い，心地よい親の抱擁（the first smile from our children 
in the morning; the gentle touch from a spouse over the kitchen table; the comforting 
embrace of  a parent）」がかつて広島にもあったと述べることで，オバマは原
爆によって命を落とした人たちが聴衆と変わらない普通の人たちであったこ





 The world was forever changed here. But today, the children of  this city will go through 
their day in peace. What a precious thing that is. It is worth protecting, and then extending 
to every child. That is the future we can choose ― a future in which Hiroshima and 
Nagasaki are known not as the dawn of  atomic warfare, but as the start of  our own moral 



























変化を促すという手法は，人種について語った「A More Perfect Union」演説
（Frank, 2009; Obama, 2008; Rowland & Jones, 2011; Terrill, 2009），医療保険制度改
革について語ったアメリカ合衆国議会合同会議における演説（Obama, 2009, 
September 9; Rowland, 2011），核兵器廃絶への意欲を示したプラハ演説（Obama, 
































た 2004 年民主党全国大会基調演説のテーマは「大胆不敵な希望（audacity of  




















（寺岡・真下・石川，2016 年 5 月 27 日）。 




































事を大きく写真付きで報じた（会川，2016 年 5 月 28 日； 「オバマ氏広島訪








 4 ― 1．ニューヨーク・タイムズ 
 　ガーディナー・ハリス（Gardiner Harris）によるニューヨーク・タイムズ
の記事は，現職のアメリカ合衆国大統領が初めて被爆地を訪問したことの意
義を強調しつつ，当日の広島での出来事を報じた（Harris, 2016, May 27）。ハ
リスはオバマが原爆死没者慰霊碑に献花したこと，核兵器廃絶に向けて「道
徳的革新（moral revolution）」を求める演説をしたこと，そして被爆者たち





















に刻まれた「過ちは繰返しませぬから（We shall not repeat the evil）」という言
葉を紹介し，この「過ち（evil）」という語が何を指しているのか，また誰に
その「過ち（evil）」の責任があるのかが明らかにされていないと指摘してい
る（Harris, 2016, May 27）。そして，原爆投下を招いた責任の一端が自分たち
にあることを認めようとしない日本の態度が，中国，韓国などの他のアジア
諸国を悩ませていると解説している。 









































 4 ― 3．ウォール・ストリート・ジャーナル 











































 4 ― 4．USA トゥデイ 
 　カーク・スピッツァー（Kirk Spitzer）による USA トゥデイの記事は，オ
バマが「感動的で歴史的な訪問（an emotional and historic visit）」をとおして
被爆者たちの想いを受け止めると同時に，核兵器廃絶への決意を新たに表明

























 4 ― 5．ロサンゼルス・タイムズ 
 　クリスティ・パーソンズ（Christi Parsons）とジュリー・マキネン（Julie 
Makinen）によるロサンゼルス・タイムズの記事は，オバマが現職大統領と
して初めて広島を訪問し，核兵器の恐ろしさと向き合ったと報じた（Parsons 
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